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（NHE） がある。NKCC1阻害薬であるブメタナイド （10 µMの投与により、sodium greenの蛍光強度に
変化を認めなかったが、アルドステロン灌流による[Na+]i上昇を有意に抑制した。また、NHE阻害薬で


















































　100 nmol/Lのアルドステロンの灌流により、 [Na+]iは 5 分間で107±2 ％まで上昇した（平均±標準誤
差、n=8、p<0.05）。また、[Na+]iの上昇は100 nmol/Lから10 µmol/Lの範囲で認められた。一方、アルド








































7）  心筋での[Na+]i調節機構について（Na channelの関与についての検討）
8）  アルドステロンによる[Na+]i変化率の程度について（持続時間、可逆性、病態生理学的意義）
9）  アルドステロン以外の心筋細胞のポジティブ・コントロールについて
10）  使用したMR阻害薬（spironolactone, eplerenone）の選択について
11）  統計解析（one way repeated ANOVA）について
12）  実験動物としてラットを使用した理由について
これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
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